
ワクチン捜組の位置づけ

■位置づけ

◇ ワクチン接種は、重症化の防止、入院を含めた医療体制の維
持が目的であり、一人でも多くの国民の接種が必要である。
。懇簗のピークが過ぎてからは、ワクチン接穏が進まなかつた。

◇ 接租開始直前まで具体的な制度が示されず、自治体、医療機
関で事前の準備ができず、機種当初から混乱を極めた。

ワクチン接種事業に関する課題と対応案

(課題) J虫
■製造・ 供給体制

◇ 製造・供給のスピー ドが遅い
。早期の段階で必要■が確保されず、供給力1軌道に乗り始めた頃に
は感染のビークが過ぎていた。

◇ 使い勝手の悪い 10■ 1バイアルによる供給
・10mン イヽアルは、小児で約40回分の機種が可能であるが、一
度に40人単位の小児を集めることは困難であり、また、40人規
模の推糠に10当の01間を要し、診察にも影響が出た。

◇ 都道府県の需給調整 (配分計画)に よるタイムラグ
・医療機関の希望数日に基づく配分計画の策定に0寺間を要したため、
医療機関での捜饉予約と納入との間にタイムラグが生し、時期を
逸したことで、医療機関には大■のワクチンが余つた。

■優先機種対象者

◇ 優先接種対象者の範囲が不明確
・医療従事者から麟優先で播獅を開始したが、医療従事者の範囲が
不明確であつたため、混乱が生した。

・医療機関では、優先文」象となる基礎疾懇の判断に苦慮した。
◇ 感染状況と優先順位に乖離
・本格的に接獅が始まつた11月は、小学生を中心にした集団感染
や重症化事例が多く確認されていたため、国に対し、小学生への
前倒し接獅を求めたが、当初決定した優先順位が厳格に守られ、
小学生のみに対する前倒し接小фは認められなかつた。

平虚 2年5月 19日

(対応案 )

①ワクテン接租は個人の■症化防止、入院を含めた医療
体制全体の維持に有効な手段であり、一人でも多くの
国民が接糧できるよう、病原性に関わらず、努力義務を
課しも全額公費負担により実施すべき.

②ワクチン接種を円滑に実施するためには、国民、医療
機関、自治体に対して、迅速な情報提供が不可欠.

を饉まえた日度設計

①ワクチンの早期確保のために製造体制の強化が必要。
②円滑な接種を実施するため、医療現場にとって使い勝手
のよい l mlバ イアルの製造が必要。

③医療現場への迅速なワクチンの供給方法を再検討すべき。
・接種方法 (集団的接犠、個BU機種等)に即した供給方法の

検討

④優先接種対象者の範囲を明確にしも個々の判断を挟む
余地がないよう、早い段階において、詳細にその範囲
を定めるべき.

0感染の状況と優先順位に乖離が生じる場合、感染状況
に合わせた弾力的な対応が必要。
その場合にも国民の協力が得られるよう、十分な情報
提供が必要.

1-

(対

(対応案) B;la*fil:tr. tilAililtfr

①国民が正しく理解し、冷静な行動を要購するため、早め早め
の情報提供が必要.

②住民からの相談に適切に対応するため、自治体。医療機関に
対して、事前に情報提供が必要.

(対応案

今後の新型インフルエンザワクチン機種は

全猥公費による鎮団的薇種を実施

①短期間にワクチン接種を進めるためには、集団的機種が効
果的であるため、市町村が実施主体となり、集団的接種に
より実施すべき。
また、接種費用は、金額公費負担 (国費措置)に より、無
料化すべき。

②特に集団感染が懸念される児童 ,生徒、園児等に対しては、
全国―律で学校・園等で集団的接種が行えるよう、事前に
文|1科学省と厚生労働省の間で調整を行い、市町村、教育
委員会、学校・園等に対して明確な方針を示す必要がある。

新型インフルエンザワクチン機種は

"力
織精、全■公費負担

■住民、医療機関等へのIE●提供

◇ 機種回数の見直 しや標準的接程スケジュールの度菫なる
急な方針転換により住民や医療機関等への周知が遅れ。
混乱 した。
。住民から自治体や医療機関に問8せが殺到し、医療機関では
診療やワクチン接組に影目が出た.

・ED刷済みの市政だより (各戸配布)が無駄になつた。

饉菫
=菫

■に優 る地方負担ヽ負□的饉■

◇ 接種開始後に、国から一方的に軽減措置制度が示された
ため、各自治体では予算の確保、軽減制度の実施に支障
が生じた。

・国の軽減措饉制度の遅れにより、lt・減対象者は、接檸費用を
-01立て替えをしなければならなかった (後日に選付).

・地方負担分に対する財政措置は、特Bu地方交(1税という不十
分な文」応であった。

・自治体の財政力の格差によつて、捜III費用 (自 己負担額)に
差が生した。

■限定的な集団的機種
・ワクチン接種は原貴り、受託医療機関における個BIJ接 椰を前提
にしていたことや、集団的接椰を実施するためには、医師等
の医療従事蓄やワクチンの確保、住辱への周知など、事前の
準備期間が必要であったため、限定的な実施にととまった:

・学校園における集団的接糠については、文科雀や厚労省の
明確なら針がなく接糧が選まなかつた。

医療機■のワクチン在日の解消

◇ ワクチン製造の遅れ と量の不足、段階的な供給、感染の
ピークを過ぎてからの接種開始であったことなど、医療
機関の責に帰 さない原因により、多くの余剰が発生して
ており、国に対する不信感が強い

直ちに、余覇ワクチンの遍昌を可鮨に

、ワクチン接穏事業、医療体制を確保していくために、
国の責任において、直ちに、医療機関が保有する余剰ワク
チンの返品を認めるべき。
・妊婦用ワクチン (保存剤無添加)は既に期限切れが発生しており、



■長野県における新型インフルエンザワクチンの
供給調整 資料2-2 平成22年5月 19日 長野県健康福祉部

■優先区分ごとに下記手順を実施(⑨～①適宜)

果庁健康づくり支援課・薬事管理課 (保健所経由).
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(⑫追加発注)

ムダなく、効率よく、
混乱を最小限に抑えるための工夫.

国の供給量に収まるよう医療機関ごとに「配分枠」を設定
「返品不可Jを通知ごとに徹底

`轟

轟長島‐基基
・接糧予定者鮨査:lo回
・日程等通知:10回
・配分枠通知:7回
・担当卸通知:11回

★1回あたり1,200か所

医療機関の接種予定人数を確認して配分

■きめ細かい修正を行い、必要なところに効率よく再配分
●過不足調査を頻回に実施
●国の供給ごとに配分枠をリセットし、積み残しをさせなLni

毎日、「1医療機関1卸」とした
●医療機関及び卸における負担と混乱の軽減

供給バイアルの調整

2

■

■

■

　

■

■
　
　
■

●病床数や患者数は、配分枠の根拠とせず

地域偏在 、医療機関偏在の回避
●人口比で医療日の配分枠を算定
●接種予定人数に対して同一比率で配分

第9回で
lmL:22,500本
の追加供給を
国に希望

●lmL:小規模医療機関及び小児科に優先配分
●10mL:大規模医療機関及び集団接種に供給



3 ワクチン接種に関する
混乱口不安の軽減口解消に向けて

「接種計画Jの公表
●
z留

供給量、供給時期、接種可能人数を一覧にして、公表 (報道機関、ホー

・
 :」呂11:rFV・

pref.nagano。 :gjpreisei′hokenyob′ happyou′220125newflu_sch

●接種可能人数に限りがあることが理解され、不安や苦情の相談が減少。
市町村における集団接種・予約代行の導入
● ワクチン接種の開始に伴つて、医療機関への照会、住民の不安が増大。
●平成21年 11月 26日、集団接種、予約代行を80市町村に依頼。

・ 具体的な方法"手順を提示
● 集団接種

口乳幼児16市町村、小学校低学年44、 同高学年46、 中学生46
● 予約代行

日医療機関に代わつて市町村が予約を受け付け、個々の医療機関で接種。
● 14市町村       r

ワクチン相談専用電話の開設
● 県看護協会に委託し、11月 に開設
● 県庁にも専任の相談員を設置
● 3月 までで2,746件 の相談

600000

400000

200000

平成21年
～22年

ワクチンの供給量、接種量、活用率、接種率

60

40

12月
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供給量・機種量
(0.5mi換算ショウト数)

(いずれも累積 )

1000000

10月 11リロ 1月 2月 3月
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ワクチン供給調整の改善点
～今回と同様の需給状態を仮定した場合～

■基礎疾患の定義を簡潔にする
●定義が複雑すぎ、医療機関によって定義の活用状況が異なってしまった
●ワクチンが足りない場合には基礎疾患の範囲を限定する必要がある

医療機関への委託ではなく、市町村実施とする
●責任体制の明確化、住民からの照会への対応等の利点がある

集団接種を標準方式とし、事前に医師会・医療機関等と調整・準
備しておく
●健康な小学生以上の場合は、集団接種が可能であり、効率的
●基礎疾患患者、未就学児等は、かかりつけ医の関与が望ましい

日対象者からの照会等への対応は、市町村が行う必要がある

調整方法、接種日`接種対象者は、全国共通とする
●都道府県による違いが住民と医療機関の不安]不満を増長させた
●不可能であれば、「都道府県によって接種日・接種対象者が異なるこ

ある」ことを十分に周知・徹底する

多数の優先機種対彙者に対して
ワクチンが少量・間隔を空けて供綸

長野県は基礎疾患、小児への接種を優先し、健康成人等の前倒しはせず

-3-



中央区における集団的予防接種について

平成22年 5月 19日 (水 )

中央区福祉保健部・中央区保健所
宮野 慎太郎

実施概要

対象者  1歳 から高校 3年生に相当する年齢の区民(13,2∞人)

実施日  平成21年 12月 13日 (日 )、 平成22年 1月 10日 (日 )

会場   中央区保健所    実施主体:社回法人中央区医師会
予約枠 1,000人 *2回

日本橋保健センター 実施主体:社団法人日本橋医師会
予約枠 500人 *2回

受付方法 コールセンター予約

周知方法 新聞折込チラシt区ホームページ、区立小・中学校

接種費用 区が全額助成 (あ らかじめ予診票と助成券を送付)

役割分担
医師会 医師・看護師・事務員の確保

接種に必要な資器材の準備
区   会場提供、広報等による周知,予約受付

会場設堂、会場内誘導・整理

―
i…



実施要請

準備

周 知

喘 導」シミュレーション

新聞折込チラシ
12月 4日

第 1回目
12月 5・ 7・ 8・ 9。 10日

中央区医em会主催
(医療機関予約分)

集国的接種11月23日 (日 )

D

お知らせ
区立小・中学校

第2回目
12月 26・ 28日、1月 5・ 6・ 7日

予約

接種 第1回目 12月 13日 第2回目 1月 10日

実施結果

第 1回目 平成21年 12月 13日 10時から15時まで (実働48寺間)

対象者  1歳から小学校3年生 (に相当する年齢)

接種者数 会場 中央区保健所    741人 (11ブース)

会場 日本橋保健センター 359人 (5ブース)

従事者数 医師会 医師40人 (他に着護師、事務職など)

区   職員24人

第2回目 平成22年 1月 10日 100寺から15時まで (実働40寺間)

対象者  1歳から高校3年生 (に相当する年歯旬

接種者数 会場 中央区保健所    624人 (11ブース)

会場 日本橋保健センター 279人 (5ブース)

従事者数 医師会 医師40人 (他に着護師、事務職など)

区   職員24人

集団的接種の実施方法

中央区医師会 0日本橋医師会

"
中央区

「実施マニュアル」作成

-2-



課題

・地区医師会との連携 (短期間で実施から接種まで決定)

・接種医師の確保 (実施主体が区市町村の場合)

・接種ワクチン数の確保

0接種予約の方法 (コ ールセンターの混雑)

・従事者の確保け」象者や実施回数の1曽加した時)

・臨時の諸費用の確保

・集団的接種の経験 (従事経験者の不足)

-3-



第 5回新型インフルエンザ (A/HlNl)対策総括会議

ワクチンについて

蒲郡深志病院理事長 飯沼 雅朗

(前 日本医師会感染症危機管理対策室長)

前回 (第 4回 )の総括会議においても若干触れたが、インフルエンザA(HlNl)
2009フ クチン (以下、新型ワクチンという)をめぐる国の対応は、極めて不透

明かつ無責任であつたと言わざるを得ない。

そこで言及 したとおり、新型ワクチンの返品については、国の責任において

速やかに認めることをあらためて強調しておきたい。

今回の新型ワクチン接種については、国がワクチンを一括購入するという報

道が先行したことにより、国民や医療機関にとって、「ワクチンの費用は国が負

担する」という先入観を植え付けたことに始まり、高価な公定価格、安価な接

種費用、優先接種順位における医療従事者への接種制限、多忙を極める診療の

なかでのさまざまな書類提出の義務付け等、受託医療機関は右往左往させられ

てきた。

これらの背景には、国の責任の所在ゃ政策決定過程の不透明さ等、危機管理

体制自体のrn3題がある。速やかに国における組織のあり方を早急に見直すべき

である。

また、輸入ワクチンは、審査 ,承認手続きの煩雑さなどもあり、実際の国内

流通までに相当程度の期間を要することが今回の対応でも明らかである。この

ような状況に鑑みれば、国内での製造・供給体制が確立される必要があり、か

つこれを迅速に行 うためには、組織培養によるワクチンの開発が早急に実現さ

れなければならない。

また、今後の予防接種の課題として、いわゆるワクチンギャップ 。ヮクチン

ラグのため、国民が有効性の高いワクチンを受けられる機会を失つているのが

実情である。このようなワクチンギャップを埋めるための思い切つた施策の転

換が必要である。

すなわち、国民に対するワクチンの安全性や有効性についての的確な情報提

供、あるいはワクチンの安全性や有効性を客観的に評価 し、国のワクチン政策

に対するア ドバイザ リー機能を持つ仕組み (例 :米国の予防接種諮問委員会

OCIP:4d宙sory Com血ttee on lmmunl″ ation Practices)の ような組織)を
日本にも導入することを早急に検討すべきである。

-1‐
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露
呈
し
た
。
早
急
に
改
善
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
我
が
国
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
者
の
人
院
率
、

死
亡
率
は
他
国
と
比
較
し
て
極
め
て
低

く
、
こ
れ
は
、
多
く
の
忠
者
が
早
い
時

期
で
診
断
と
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
え
に

夜
遅
く
ま
で
患
者
の
た
め
に
診
療
を
続

け
た
地
域
医
療
の
現
場
の
医
師
や
医
療

関
係
者
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
．

私
は
、
日
本
医
師
会
感
染
症
危
機
管

理
対
策
室
長
、
厚
労
省
専
門
家
会
議
委

員
と
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
、
同
ワ
ク
チ
ン
問
題
に
携
わ
っ
た
の

だ
が
、
１
年
を
振
り
返
り
総
括
と
今
後

の
方
向
に
つ
い
て
、
特
に
、
今
回
命
題

と
し
て
い
た
だ
い
た

「ク
ス
リ
」
（ワ
ク

チ
ン
）
を
中
心
に
、
私
見
を
交
え
考
え

て
み
た
い
。

，離

翼

万
幅

今
回
の
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン
の
量
に
間

題

（不
足
）
が
あ
る
場
合
、
接
種
対
象

者
に
順
位
を
つ
け
る
こ
と
は
や
む
を
得

な
い
。
今
回
の
順
位
は
全
世
界
ほ
ぼ
共

通
で
あ
り
、
我
が
日
に
お
い
て
も
妥
当

な
も
の
で
あ
っ
た
。
今
後
も
、
そ
の
理

由
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
国
民
に
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

２７
フ
．

接
前
回
数
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
会

議
の
意
見
を
厚
労
省
が
翻
し
た
た
め
に

一
時
期
潟
迷
し
た
。
日
医
は
昨
年
二
月

１１
日
、
政
府
に
対
し

「
１
回
接
種
に
し

て
、
希
菫
す
る
出
来
る
だ
け
多
く
の
人

に
接
制
を
図
る
こ
と
」
を
提
案
し
た
が

明
確
な
回
答
は
な
か
っ
た
。
１
回
接
種

は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
り
、
１
回
の
接
細

で
抗
原
刺
激

３
８
冬
じ

効
果
が
み
ら
れ
、
か
な
り

の
人
が
過
去
に
流
行
し
た
Ａ

（Ｈ
ｌ
Ｎ

ｌ
）
に
よ
り
免
疫
配
懺

（「
い日
Ｆ
じ

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
饉
明
さ
れ
た
。

来
季

（２
０
１
０
～
２
０
１
１
年
）

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
従

来
の
ワ
ク
チ
ン
の
ソ
連

（Ｈ
ｌ
Ｎ
！
）

部
分
を
新
型
に
変
更
し
た
も
の
で
、
お

そ
ら
く
こ
の
ワ
タ
チ
ン
は
１
回
接
種
で

十
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
接
細
時
の

疼
痛
や
経
済
的
な
負
担
も
軽
減
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る

（今
季
は
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
別
々
に
接
種
し
た
）
。

Ｆ
燿
職
ワ
ク
チ
ン

現
行
の
鶏
の
有
精
卵
を
使
用
し
た
ワ

ク
チ
ン
の
製
造
量
は
、
有
精
卵
の
供
給

如
何
に
か
か
っ
て
い
る
「　
一
方
、
組
織

（細
胞
）
培
養
は
い
つ
で
も
対
応
が
で

き
る

（例
え
ば
、
細
胞
を
保
存
で
き
る
）

の
で
、
ワ
ク
チ
ン
株
が
決
ま
り
次
第
、

い
つ
で
も
大
量
に
ウ
イ
ル
ス
が
と
れ
る
。

ど
ち
ら
の
方
法
で
も
、
濃
縮

・
精
製

以
降
の
処
理
に
か
か
る
時
間
は
同
じ
な

の
で
、
組
織
培
養
を
活
用
す
れ
ば
、
フ
　
　
　
　
　
２．

ク
チ
ン
製
造
ま
で
の
時
間
は
相
当
短
縮
　
　
　
　
　
．

さ
れ
、
ま
た
大
量
に
作
れ
る
こ
と
と
な

る
。
私
は
担
当
と
な
っ
た
４
年
前
か
ら

「組
織
培
養
に
よ
る
フ
タ
チ
ン
製
造
を

早
急
に
我
が
国
で
も
採
用
す
る
べ
き
で

あ
る
」
と
声
を
大
に
し
て
提
言
し
続
け

て
き
た
。
国
は
、
２
０
０
９
年
の
当
初

予
算
お
よ
び
補
正
予
算
で
や
っ
と
予
算

を
計
上
し
た
が
、
結
局
国
産
の
ワ
ク
チ

ン
不
足

（当
初
は
２
口
接
種
を
考
え
て

い
た
）
に
よ
り
、
予
算
は
輸
入
ワ
ク
チ

ン
の
財
源
に
ほ
ぼ
潤
額
流
用
さ
れ
、
ま

た
し
て
も
組
織
培
養
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン

製
造
開
発
が
約
１
年
週
れ
て
し
ま
つ
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
予
算
は
、
２

０
１
０
年
度
予
算
で
復
活
で
き
た
ｏ
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４輸
入
ワ
ク
チ
ン

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
に
関
し
て
い
え
ば
、
国
内
で
の
臨

床
デ
ー
タ
が
な
く
、
日
外
の
デ
ー
タ
に

よ
っ
て
そ
の
製
品
を
判
断
ぜ
ぎ
る
を
得

な
か
っ
た
。
今
回
の
よ
う
な
緊
急
性
の

あ
る
も
の
に
対
し
て
は
や
む
を
得
な
い

と
も
思
う
が
、
世
界
市
場
に
は
精
度
等

国
産
の
も
の
よ
り
劣
る
も
の
も
あ
り
、

輸
入
に
当
た
っ
て
は
慎
重
で
あ
り
た
い
ｏ

し
か
し
、
と
も
あ
れ
、
か
つ
て
セ
ー
ビ

ン
フ
ク
チ
ン

（ポ
リ
オ
の
生
ワ
ク
チ
ン
）

が
多
く
の
子
供
た
ち
を
救
つ
て
く
れ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

新
型
ワ
ク
チ
ン
の
製
法
に
は
、
卵
由

来
も
組
織
培
養
出
来
も
あ
り
、
免
疫
増

強
剤

（ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
）
の
有
無
も
双

方
に
あ
る

（日
本
人
は
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト

に
対
し
て
も
っ
と
寛
大
で
あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
）
。
さ
ら
に
、

全
粒
子

（二
日ｏ
一ｅ

型
、
ス
ピ
リ
ッ
ト

型
ま
た
は
Ｈ
Ａ
の
単
価
の
も
の
な
ど
、

フ
ク
チ
ン
に
は
多
様
な
種
類
が

，
あ
る
。

今
回
の
新
型
ワ
ク
チ
ン
の
フ
ク
チ
ン

代
は
国
産

（約
５
千
万
回
分
）
の
と
、

輸
入
品

（約
１
億
回
分
）
の
加
重
平
均

で
決
め
ら
れ
た
。
緊
急
だ
か
ら
と
言
っ

て
高
い
価
格
で
外
国
産
を
買
わ
ぎ
る
を

得
な
か
っ
た
の
は
甚
だ
残
念
で
あ
る
。

今
回
、

・国
産
ワ
ク
チ
ン
は
５
千
万
回

分
し
か
な
く
、
優
先
順
位
に
基
づ
い
て

昨
年
“
月
か
ら
接
租
が
開
始
さ
れ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
■
月
後
半
に
は
患
者
数

が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
輸
入
ワ
ク
チ
ン

は
特
例
承
認
が
１２
月
末
に
な
さ
れ
、
健

康
成
人
へ
の
接
稲
開
始
は
年
が
明
け
た

１
月
１５
日
か
ら
と
決
ま
っ
た

（都
道
府

県
に
よ
り
異
な
り
、
遅
い
県
は
２
月
５

日
で
あ
つ
た
）
。
結
果
論
で
は
あ
る
が

碍

す
で
に
遅
し
」
と
い
う
こ
と
か
ｏ

国
産
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
は
２
月
１２
日

現
在
で
約
１
６
０
０
万
回
分
で
あ
る

が
、
輸
入
ワ
ク
チ
ン
は
３
月
１０
日
現
在

で
約
４
０
０
０
回
分
し
か
出
荷
さ
れ
て

い
な
い
。
　
　
・

大
量
の
フ
ク
チ
ン
の
在
庫
が
発
生
し

た
原
因
は
、
２
回
接
租
か
ら
１
回
接
租

・
―こ
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
接
種
順
位
の
発

表
で
接
種
控
え
が
生
じ
た
こ
と
、
予
想

を
超
え
た
感
染
者
の
増
加
で
接
種
の
必

要
性
が
低
く
な
っ
た
こ
と
、
接
種
希
望

者
の
予
約
の
重
複
、
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル

等
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
高
い
輸
入
ワ
ク
チ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は

使
用
さ
れ
ず
倉
庫
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

こ販ほ
の
ワ
ク
チ
ン
政
策

（１
）
製
造

・
承
認

い
わ
ゆ
る
ワ
ク
チ
ン
ギ
ヤ
ッ
プ
を
な

く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・目
下
話
題

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型

（Ｈ
ｉ

ｂ
）
、
小
児
層
飾
炎
球
菌
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
等
も
然
り
で
あ
る
。
貪
が

国
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
フ
ク
チ
ン

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
・水
痘
、
日
本
脳

炎
等
世
界
に
賄
る
優
秀
な
フ
ク
チ
ン
が

あ
り
輸
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

（水
痕
ワ
ク
チ
ン
等
）。
最
大
の
雌
点
は
、

品
数
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
産

業
を
政
府
の
施
策
と
し
て
早
急
に
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
。

（２
）
予
防
接
租
籠
度
の
見
直
し

政
府
は
、
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
，発
生
と
そ
の
対
策
を
契
機
と
し

て
、
予
防
績
欄
制
度
の
見
直
し
に
着
手

し
、
昨
年
２
月
に
厚
生
科
学
審
議
会
感

染
症
分
科
会
予
防
接
租
部
会
を
設
置

し
、
２
月
”
日
に

「予
防
按
租
制
度
の

見
直
し
に
つ
い
て
」
第
１
回
提
言
が
な

さ
れ
、
そ
れ
に
基
う
露
法
案
化
さ
れ
た
。

っ
ぃ
で
、
２
０
１
１
年
春
ま
で
に
、

▽
予
防
接
租
法
の
対
象
と
な
る
疾
病

。

ワ
ク
チ
ン
の
あ
り
方
、
▽
予
防
機
種
事

業
の
適
正
な
実
施
の
確
保
、
▽
予
防
接

種
に
関
す
る
情
報
提
供
の
在
り
方
、
▽

接
種
費
用
の
負
担
の
在
り
方
、
▽
予
防

接
種
に
関
す
る
評
価

・
検
討
組
織
の
在

り
方
、
▽
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
開
発
の
促

進
と
生
産
基
盤
の
確
保
の
在
り
方
な

ど
、
予
防

「
接
種
の
目
的
や
基
本
的
な
考

え
方
を
検
討
し
、
１
９
．４
８
年

（昭
和

２３
年
）
以
来
の
予
防
接
種
法
の
大
改
正

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
日
医
と
し

て
は
こ
れ
に
全
面
的
に
協
力
し
た
い
。

患
麟
れ
り
に

今
回
の
提
言
は
、
基
本
的
に
は
受
益

者
負
担
の
考
え
方
を
と
つ
て
い
て
、
予

防
機
種
法
で
定
め
る
定
期
予
防
接
種
以

外
は
自
己
負
担
で
あ
る
。
接
種
費
用
に

対
す
る
補
助
金
等
は
自
治
体
の
考
え
方

で
大
き
な
差
が
あ
る
ｏ
様
々
な
観
点
か

ら
検
討
し
て
も
予
防
接
種
の
費
用
対
効

果
は
十
分
に
高
い
。
自
治
体
間
の
差
を

な
く
す
た
め
に
も
国
は
公
費
補
助
を
も

っ
と
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
究
極
的
に
は
金
額
国
庫
負
担
と
す

べ
き
で
あ
る
。

フ
ク
チ
ン
の
中
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
よ
う
に
感
染
予
防
型

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
重
症
化
予
防
型
の

も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
感
染
予
防
を

目
的
と
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
で
予
防

で
き
る
疾
病

（Ｖ
Ｐ
Ｄ

¨
重
ロ
ヨ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

お
”
Ｅ
げ
げ
　

Ｆ^
８
〓
）
を
撲
減
す
る
た

め
の
国
民
へ
の
啓
発
も
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
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新橋のサラリ‐マンに聞きました
・

「新橋のサラリーマンに聞きました」このフレーズではじまるテレビのイン

タビューは、新橋が日本初の汽車、地下鉄の起点であったという事を知ってか

卸らないでか、その時々の話題をここ「新橋のサラリーマン」に聞き全国に向
け発信している。日医に赴任してからは銀座に程近いホテル暮らしだが、新橋
はいわば銀座の端しっこであまりいかない。ところがあるきっかけで新橋に足
を延ばすことになつた。きっかけとは、ホテル暮しも長くなるといつものコン
ビニ朝食に飽き、うまい飯に納豆、生卵、味嗜汁が食いたくなる。いつだった

か友人が「新橋で朝飯を食っている」と言つていた事を思い出し早朝出かけて

見た。目指すは「新橋駅前ビル l号館地下」ここにうまい朝飯を出す店がある
という。昼は喫茶店、夜は酒も出すらしい。昭和の名残の店内

=は
決して明るく

ないがこぎれいにしている。飯は、生卵、納豆、シャケ、お新子香、味1曾汁に
ご飯、何と480円である。何ともほつとする。値段が安いのも気に入つた。
駅をはさんで反対側の烏森かいわいにも同様な店があるらしい。誰からもお誘
いの無かった晩「さて夕飯も新橋で」と覗いて見て驚いた。6時という夕飯に

は早めな時間なのにどめ店もサラリーマン諸氏でいっぱいなのだ。立ちのみで
一杯やるには少々疲れている。何んとか空いたテープルを見つけ混雑している

居酒屋の片隅に席を取った。わいわいがやがや大賑わいである。耳を立てて話

題を盗むと「会社の業績不振あり、上司の悪口あり、子供の教育あり、冬のボ
ーナスの嘆きあり、喧喧諄諄J不況もなんのそのである。その中で、「インフ0・

ワク・」喧騒でよく聞き取れない。40半ばのおじさんサラリーマンが二二人、
この安い居酒屋で難しい話をと思い聞き耳を立てるとどうやらワクチンの値段
らしいも「じいさんばあさんと受験を控えた子供に幼稚園児に夫婦を入れるとざ
っと四、五万かかる」と嘆いているのである。新型インフルのワクチン接種価
格では全国の会長の先生方から「安すぎる」とお叱りを受けているが、逆に「高
すぎる」「火事場の泥棒だ」との発言も聞こえる。現場の先生方の過酷な状況は

十三分理解している。がしかし、現実「新橋のサラリーマンの嘆き」もある。
ここは一つ、国民の健康を守る我々医師が一同に会して「この古くて新しいイ
ンフルエンザ」という敵と戦つていただきたい。2012年のフクチン市場は 170

億ユーロまで拡大するという1。 日医は以前より国に日本の劣悪なワクチン行政を危

惧、懸念し多くの提言をしてきたが、現実は「大混乱Jである。国は、その先
を見据えワクチシ行政を先進国並みにすることが急務である。

1サ ノフィ・ アベ ンティス調べ
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